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「篠路福移湿原のフィールドワークとナショナル・トラスト運動」 

 

第２回生物野外観察概要 

日時・場所：令和元年７月７日（日）     札幌市篠路福移湿原 

講師：認定 NPO 法人カラカネイトトンボを守る会あいあい自然ネットワーク 

    理事長 綿路昌史先生（本校教諭） 

引率教諭：山岸 陽一  綿路昌史 （２名） 

 

 ７月７日(日）に第２回生物野外観察を実施しました。今回は４～５年生、合計６名が参加しました。そのとき

の様子を引率教諭の一人である山岸先生に文章をまとめていただいたので、ご紹介します。 

 「身近で貴重な自然の保全活動について考える。」という目的のもと、札幌市篠路福移湿原において、

NPO 法人カラカネイトトンボを守る会あいあい自然ネットワーク理事長で本校教諭である綿路昌史先生にフィ

ールドワークを行っていただいた。 

 まずは、札幌市篠路福移湿原が、日々埋め立てられ、なくなろうとしている現状を目の当たりにしたことで

ある。それは、当日のカラカネイトトンボを観察するのに、守る会のスタッフの皆さんが苦労して、数匹を目撃

することにとどまったことにも表れていた。埋め立てに対して訴訟を起こしても法律の壁に当たるなど、守る会

のこれまでの歴史も知ることができた。カラカネイトトンボを中心として篠路福移湿原の動植物とその環境を

わかりやすく解説してくださるスタッフの皆さんからも、環境を愛する姿勢を学ぶことができた。他の一般参加

の市民の方とも交流することができ、よいフィールドワークであった。 
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